
南極に行ってきました
　
暑
い
日
が
続
い
て
い
る
。
こ
ん
な
時
期
は
「
涼
し
い
所
に
行
き
た
い
な
。
い
っ
そ
の
こ
と
南

極
で
も
―
」
。
こ
ん
な
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
少
な
く
な
い
の
で
は
。
そ
し

て
南
極
と
聞
け
ば
「
観
測
隊
」
と
連
想
す
る
人
も
、
こ
れ
ま
た
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
観
測
隊

が
何
を
し
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
知
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
の
で
は
。
観
測
隊
は
ど
の
よ
う

な
組
織
で
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。
実
際
に
観
測
隊
に
同
行
し
た
大
学
院
生
の

活
動
と
と
も
に
紹
介
し
よ
う
。

　
◆
南
極
地
域
観
測
隊
と
は

　
南
極
地
域
観
測
隊
に
は
、

南
極
の
昭
和
基
地
に
１
年

交
代
期
を
含
め
る
と
約

カ
月

滞
在
す
る
越
冬
隊
と

約
２
カ
月
間
滞
在
す
る
夏
隊

が
あ
る
。
越
冬
、
夏
と
も
観

測
部
門
と
設
営
部
門
で
構

成
。
設
営
部
門
は
基
地
や
観

測
隊
の
維
持
、
管
理
、
運
営

を
行
う
。

　
観
測
部
門
の
隊
員
は
さ
ま

ざ
ま
な
観
測
を
担
当
す
る
国

立
極
地
研
究
所
な
ど
の
機
関

や
研
究
グ
ル
ー
プ
か
ら
推
薦

さ
れ
る
。
環
境
や
気
象
、
生

物
な
ど
の
研
究
者
が
多
い
。

　
設
営
部
門
の
隊
員
は
、
使

用
す
る
設
備
や
機
械
の
納
入

企
業
か
ら
技
術
者
の
推
薦
を

受
け
て
決
め
る
ほ
か
公
募
し

て
選
考
す
る
場
合
も
あ
る
。

公
募
が
行
わ
れ
る
の
は
通

信
、
医
療
、
調
理
、
野
外
観

測
支
援
な
ど
の
分
野
。
ち
な

み
に
昭
和
基
地
は
国
立
極
地

研
究
所
の
観
測
施
設
で
あ
る

た
め
、
設
営
部
門
の
隊
員
は

同
研
究
所
の
期
限
付
き
職
員

と
し
て
派
遣
さ
れ
る
。

　
隊
員
候
補
者
は
書
類
選
考

や
面
接
、
身
体
検
査
な
ど
の

選
考
を
経
て
隊
員
と
な
る
。

そ
の
ほ
か
隊
員
で
は
な
く
同

行
者
と
し
て
外
国
の
研
究
者

や
教
育
関
係
者
、
報
道
関
係

者
が
隊
に
参
加
す
る
こ
と
も

あ
る
。

　
◆
福
岡
大
学
の
大
学
院
生
、

　
　　南
極
で
大
気
観
測

　
福
岡
大
学
の
大
学
院
生
で

南
極
で
の
大
気
観
測
に
参
加

し
た
の
は
梅
本
紫
衣
奈
さ
ん

し

い

な

。
大
学
院
理
学
研
究

科
地
球
圏
科
学
専
攻
の
大
学

院
１
年
生
だ
っ
た
２
０
１
２

年
、

月
に
出
発
し
た
第

次
南
極
地
域
観
測
隊
に
同
行

し
た
。

　
南
極
で
は
九
州
大
学
大
学

院
工
学
研
究
院
航
空
宇
宙
工

学
部
門
の
東
野
伸
一
郎
准
教

授

第

次
南
極
地
域
観
測

隊
夏
隊
員

と
共
同
で
観
測

し
た
。
観
測
装
置
と
微
粒
子

採
取
装
置
を
搭
載
し
た
小
型

無
人
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
気
球
で

高
度

ま
で
飛
揚
さ
せ

た
の
ち
、
自
動
で
気
球
と
無

人
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
切
り
離
し

観
測
装
置
や
サ
ン
プ
ル
を
自

動
操
縦
で
帰
還
さ
せ
る
。

　
気
球
と
無
人
機
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
は
、
福
岡

大
学
理
学
部
の
林
政
彦
教
授

の
研
究
室
が

年
か
ら
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
た
。
２
年

前
か
ら
無
人
機
と
し
て
グ
ラ

イ
ダ
ー
を
使
用
す
る
研
究
を

東
野
准
教
授
と
進
め
、
南
極

で
の
観
測
を
行
う
こ
と
と
な

り
、
そ
の
中
に
梅
本
さ
ん
は

飛
び
込
ん
だ
。
自
律
操
縦
無

人
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
開
発
、
運

用
は
九
州
大
が
担
当
。
梅
本

さ
ん
は
観
測
装
置
や
観
測
装

置
を
搭
載
し
た
グ
ラ
イ
ダ
ー

を
気
球
か
ら
切
り
離
す
装
置

を
担
当
し
た
。
高
度

で
の
気
温
や
気
圧
が
低
い
状

態
で
の
運
用
を
想
定
。

度
Ｃ
な
ど
厳
し
い
環
境
で
正

確
に
作
動
す
る
装
置
の
開
発

な
ど
を
行
い
、
熊
本
県
の
阿

蘇
や
北
海
道
で
九
州
大
、
福

岡
大
の
教
員
、
院
生
、
学
生

と
野
外
実
験
も
実
施
し
た
。

　
出
国
し
た
の
は

年

月

日
。
空
路
で
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
ま
で
行
き
、
同
地
か
ら

は
南
極
観
測
船
「
し
ら
せ
」

で
約
３
週
間
か
け
て
暴
風

圏
、
海
氷
域
を
航
行
し
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
昭
和
基
地
に

入
っ
た
。

　
到
着
し
て
最
初
に
待
ち
受

け
て
い
た
の
は
無
人
機
観
測

の
準
備
作
業
場
所
を
確
保
す

る
た
め
に
氷
を
割
る
作
業
だ

っ
た
。
作
業
場
所
は
基
地
は

ず
れ
に
あ
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
近

く
の
廃
棄
物
の
保
管
庫
。
隙

間
か
ら
大
量
の
雪
が
吹
き
込

み
、
い
っ
た
ん
溶
け
て
再
び

凍
っ
た
状
態
だ
っ
た
。
厚
さ

は
数

か
ら
数
十

。

生
ま
れ
て
初
め
て
ツ
ル
ハ
シ

を
振
る
っ
た
。
多
く
の
観
測

隊
隊
員
の
協
力
も
受
け
て
氷

の
排
出
を
行
い
、
観
測
準
備

が
出
来
る
よ
う
に
な
る
ま
で

５
日
間
を
要
し
た
。

　

月
の
南
半
球
の
季
節
は

夏
。
南
極
と
は
い
え
夏
の
気

温
は

３
度
Ｃ
く
ら
い
、
寒

く
て
も

７
度
く
ら
い
で

「
暖
か
い
」
。
体
を
動
か
す

と
暑
い
と
感
じ
、
半
袖
で
作

業
し
た
こ
と
も
あ
る
。

　
観
測
を
始
め
た
の
は

年

１
月
初
旬
。
観
測
は
２
人
だ

け
で
実
施
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
他
の
研
究
、
観
測
を

専
門
と
す
る
隊
員
な
ど
の
協

力
は
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
初

期
に
は
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ
た

が
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
分
離
す
る

高
度
を
５

、
６

、
８

と
徐
々
に
上
げ
た
。
８

は
昭
和
基
地
で
行
わ
れ
た

有
人
航
空
機
に
よ
る
観
測
の

最
高
高
度
。
５
回
目
と
な
る

１
月

日
の
観
測
で
は
記
録

を
超
え
、
高
度

ま
で

の
観
測
と
上
空
か
ら
の
ハ
イ

ビ
ジ
ョ
ン
動
画
撮
影
に
世
界

で
初
め
て
成
功
し
た
。

　
◆
大
気
観
測
に
つ
い
て

　
大
気
中
の
微
粒
子
を
調
べ

る
こ
と
で
大
気
が
ど
の
よ
う

に
循
環
し
、
ど
の
よ
う
な
物

質
が
移
動
、
反
応
し
て
い
く

の
か
が
分
か
る
。
地
球
温
暖

化
の
研
究
に
も
関
係
す
る
。

　
日
本
の
南
極
地
域
観
測
隊

が
大
気
中
の
微
粒
子
を
観
測

し
始
め
た
の
は
１
９
６
８

年
。

年
代
後
半
に
は
地
上

エ
ア
ロ
ゾ
ル
を
中
心
と
し
た

本
格
的
な
越
冬
観
測
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
後
、

年
代
に

気
球
を
使
っ
た
観
測
が
実
施

さ
れ
る
。
当
時
は
南
極
上
空

に
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
が
発
見
さ

れ
、
南
極
の
大
気
に
注
目
が

集
ま
っ
た
時
期
だ
。
林
教
授

が
２
度
目
の
越
冬
隊
員
と
し

て
観
測
に
参
加
し
た
第

次

観
測
隊

年
２
月

年

１
月

か
ら
は
気
球
に
よ
る

継
続
的
な
観
測
が
行
わ
れ
て

い
る
。

年
に
は
無
人
航
空

機
を
使
っ
た
試
験
的
な
観
測

も
行
わ
れ
た
。

　
無
人
航
空
機
は
電
子
デ
バ

イ
ス
の
小
型
化
や
高
度
化
に

よ
っ
て
自
動
操
縦
の
高
度
化

が
可
能
と
な
り
、
そ
の
利
用

が
広
が
っ
て
い
る
。
し
か
し

８

を
超
え
る
高
度
ま
で

自
力
で
上
昇
で
き
る
機
体
の

開
発
に
は
費
用
と
時
間
が
か

か
る
。
一
方
で
自
由
気
球
に

よ
る
観
測
で
は
観
測
機
器
の

回
収
が
困
難
な
た
め
、
高
価

な
観
測
機
器
を
使
い
捨
て
に

せ
ざ
る
を
得
ず
観
測
回
数
が

限
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
課

題
が
あ
る
。
さ
ら
に
サ
ン
プ

ル
の
回
収
も
困
難
だ
。
そ
こ

で
林
教
授
ら
が
開
発
し
た
の

が
上
昇
に
気
球
の
浮
力
、
帰

還
に
無
人
航
空
機
を
使
う
と

い
う
新
し
い
観
測
シ
ス
テ
ム

だ
。

旅行という手も 温
暖
化
の
研
究
に
も
関
係▲

福
岡
大
院
生
が
大
気
観
測

観測用グライダーと気球（国立極地研究所・福岡大学・九州大学提供）

南
極
が
夏
の
月
に
ツ
ア
ー
基
地
見
学
・
野
生
動
物
観
察

　
観
測
隊
員
に
な
れ
な
く
て
も
南

極
に
行
く
方
法
は
あ
る
。
旅
行
ツ

ア
ー
に
参
加
す
る
こ
と
だ
。

　
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム

東
京
都

新
宿
区

に
は
「
南
極
点
の
旅

日
間
」
と
「
最
後
の
秘
境
南
極
上

陸
ク
ル
ー
ズ

日
間
」
と
い
う
ツ

ア
ー
が
あ
る
。
南
極
点
の
旅
は
、

文
字
通
り
南
極
点
を
訪
れ
る
。
南

極
点
へ
は
極
地
仕
様
の
専
用
機
を

利
用
す
る
。
南
極
点
到
達
を
果
た

す
と
同
時
に
米
国
の
ア
ム
ン
ゼ
ン

・
ス
コ
ッ
ト
基
地
の
見
学
と
い
う

貴
重
な
体
験
が
で
き
る
。
南
極
大

陸
に
は
約
１
週
間
滞
在
す
る
。

　
出
発
は
南
極
が
夏
を
迎
え
、
気

象
が
比
較
的
安
定
す
る

月
。
ツ

ア
ー
は
こ
れ
ま
で
に
３
回
実
施
し

て
お
り
、
参
加
者
か
ら
好
評
を
得

て
い
る
。
参
加
者
を
世
界
中
か
ら

順
次
募
る
ツ
ア
ー
の
た
め
、
申
し

込
み
状
況
に
よ
っ
て
は
日
本
か
ら

参
加
で
き
る
人
数
が
限
ら
れ
る
。

出
発
地
は
東
京
で
基
本
料
金
は
２

人
１
室
利
用
で
一
人
当
た
り
７
９

０
万
円
。

　
ク
ル
ー
ズ
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ま

で
航
空
機
で
行
き
、
ク
ル
ー
ズ
船

に
乗
り
換
え
て
南
極
へ
向
か
う
。

出
発
は
例
年
１
月
が
中
心
。
南
極

半
島
付
近
で
小
型
ボ
ー
ト
に
乗
り

換
え
て
上
陸
す
る
。
ペ
ン
ギ
ン
な

ど
野
生
動
物
を
観
察
し
、
迫
力
あ

る
氷
山
を
楽
し
め
る
の
が
魅
力
。

出
発
地
は
東
京
で
基
本
料
金
は
２

人
１
室
利
用
で
一
人
当
た
り
１
５

５
万
円
か
ら
。

　
海
外
の
旅
行
会
社
が
主
催
す
る

ツ
ア
ー
を
取
り
扱
っ
て
い
る
ト
ラ

イ
ウ
エ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

東
京
都
港
区

に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
南
極
ク
ル
ー
ズ
ツ
ア
ー
が
あ

る
。
価
格
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど

の
南
米
発
着
で
約

万
円
台
か
ら

と
な
っ
て
い
る
。

　
航
空
機
と
の
組
み
合
わ
せ
で
船

の
揺
れ
を
避
け
、
時
間
短
縮
が
で

き
る
と
い
う
５
―

日
間
の
ツ
ア

ー
や

―

日
間
ほ
ど
か
け
て
じ

っ
く
り
周
り
、
ペ
ン
ギ
ン
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
動
物
が
見
ら
れ
る
ツ
ア

ー
も
あ
る
。

サンプル採取する容器を手にする梅本さん

（ ） 　　 ２０１３年 平成２５年 　　　　夏季号Ｋ　Ａ　Ｔ　Ｓ　Ｕ

ア
デ
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ペ
ン
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な
ど
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れ
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